
①たんぽの保全　
　現存するたんぽの機能を改善し、多様な生物が生息する環境を保全します。

②たんぽの再生　
　過去にたんぽが形成されていたが、現在は消失している箇所等において
たんぽを再生し、多様な生物が生息する環境を創出します。

　樹林化が進行している寄洲や中州において、樹木の伐採・除根と堆積
土砂の掘削を行い、荒川らしい礫河原の再生を目指します。

■堆積土砂を除去することにより、湧水の湧出が促進し、トミヨの生
息に適した環境を創出します。
■多様な環境が創出され、トミヨの生息数も増加し、たんぽ周辺で
は多様な生物が確認されました。

■チドリ類などの河原を生活の場として利用する鳥類や、カワラハハコ
など河原生植物の生息・生育範囲が拡大し、生物の多様性が向上します。
■荒川らしい景観を再生することができるほか、堤防からの見通し
もよくなることから、河川管理面でもプラスの効果が得られます。

　ワンドは河川敷にできた川とつながっている池状の入り江で、荒川周辺の地域で
は、湧き水の出るワンドは「たんぽ」とも呼ばれ、緩やかな流れを好む魚のすみ場と
なっているほか、洪水時には小魚の避難場所として利用されます。

荒川のたんぽにすむ特徴的な魚
　荒川で見られるトミヨは１年を
通じて水温が安定する流れの緩
やかな場所を好み、水草に巣を
作って産卵する魚です。このた
め、湧き水のみられるたんぽは、
荒川にすむトミヨにとって非常に
重要な環境となっています。
　トミヨがすんでいる河川は全
国的にも少なくなっており、新潟
県内では現在、荒川水系と三面
川水系・胎内川水系・加治川水系、
阿賀野川水系の一部でのみ確認
されています。

昭和40年代以前 平成18年時点

トミヨ分布域の変遷

環境省レッドリスト：地域個体群
地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの

新潟県レッドデータブック：絶滅危惧Ⅰ類
ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種
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施工約１年後 (平成29年６月)　高田たんぽ 礫河原が広がる荒川の風景

堆積土を切下げて礫河原を再生、自然営力で維持する施工約４年後 (令和元年10月)　高田たんぽ

たんぽ保全・再生の効果 礫河原再生の効果

　荒川では、昭和42年の羽越水害を機に河川改修が進捗し、治水安全度が向上した一方、洪水による撹乱の規模と頻度が小さくなり、「たんぽ（＝
湧水ワンドの地域呼称）」が減少し、貴重なトミヨをはじめとする魚類の生息環境が悪化してきました。また、中州の樹林化の進行等により、かつ
て広がっていた礫河原も失われつつありました。
　このため、本事業により、トミヨをはじめとする魚類にとって重要な環境である「たんぽ」の保全再生と、荒川らしい「礫河原」の再生を目指します。
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生物の利用状況に配慮
した樹木の伐採・抜根

土砂堆積箇所の切下げ

グラウンド・耕作地等

護岸

河川環境に関する取りくみ河川環境に関する取りくみ

トミヨの巣トミヨの巣




